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体験したこと、学んだこと
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●体験したこと

・土壌や植物の試料採取
・計測のための前処理
・1F構内の見学、構内の線量管理
・住民の方々との交流、意見交換

●学んだこと

・実際に放射線量を測ってみるこ
とでを測ってみることでその安全
性を改めて考えた。
・住民の方々が原発、放射線をど
う語るのか。



F班議論活動の概要

市民の視点と技術者の視点

・科学者と市民との間の肌感覚の
違い。
→数値は分かりやすいか。
解釈を加えて話してもよいのか。
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私たちは何を伝えるのか。

・後輩に、周囲の人に、次世
代の人々に何を求めるのか。



5研修成果発表会2023/10/21 

震災・原子力事故 次 世 代

技 術 者

市 民

F班議論活動の概要
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市民視点の議論



興味をもってくれる話題や分野は人によって違う
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市民視点の議論

伝える相手それぞれを尊重する
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技術者視点の議論

技術者のコミュニケーション能力の重要性
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技術者視点の議論

意見を持ち、議論する場の重要性・必要性

技術者だけでなく、（技術者の卵である）学生にも当てはまる
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次世代視点の議論

バイト先の塾講の生徒（高1）
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次世代視点の議論

自己判断ができる次世代の育成が必要



• 伝えるときは、相手にどう伝わるか、相手が持つ関心を尊重する
ことが大切

• 科学と住民を繋ぐ技術者の立場は、コミュニケーションの工夫が
求められている

• 次世代の子どもへ伝え続け、自ら考えられる教育が重要

• 研修を通して、理系や専攻に限らず科学的に物事を考えて意見を
持つ必要性を体感し、不安を煽る側になってはいけない
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まとめ
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